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　私の学長任期（１期４年）も残す
ところ３ヵ月となりました。令和２
年の就任直後からコロナ禍への対応
に追われた１期目でしたが、「学生
の学びと生活を保障しつつ、教育・
研究、医療、そして地域貢献の歩み
を止めてはならない」の決意の下、
大学の管理・運営に取り組んだ４年
間でした。未知の感染症を前に、冷
静かつ的確な判断・決定を下すこと
ができたのは、教職員の皆さんのご
協力とご理解、そして地域の方々と
同窓生の皆さんからの激励のお言葉
とご支援があったからこそだと、改
めて回顧しています。まずは、すべ
ての皆さんに感謝を申し上げます。
本当にありがとうございました。
　さて、任期４年目の令和５年度は、
本学にとって多方面で飛躍の年では
ありましたが、一方で更なる改革・
改善を求められた年でもありまし
た。令和４年度に採択された文部科
学省・国立研究開発法人科学技術振
興機構（JST）による共創の場形成
支援プログラム（COI-NEXT）：「健
康を基軸とした経済発展モデルと全
世代アプローチでつくるwell-being
地域社会共創拠点」事業を基盤とし
て、昨年度から始まった国の大型プ
ロジェクトである「地域中核・特色
ある研究大学の振興事業」に挑戦し、
見事に「地域中核・特色ある研究大
学の連携による産学官 連携・共同
研究の施設整備事業（ハード）」に
採択されました。医学部敷地内に

「データヘルス社会実装研究セン

　令和５年５月20日の理事会におい
て任期満了に伴う役員改選が行わ
れ、相馬正栄前会長の後任として新
会長に選任された農学生命科学部同
窓会長の高谷清孝です。理事として
の経験がそれほど長いわけでもな
く、降って湧いたような会長就任と
なり不安で一杯ではありますが、誠
心誠意務めて参りますのでよろしく
お願いいたします。
　初めに自己紹介をさせていただき
ますが、私は、昭和34年５月生まれ
の64歳で、弘前市に住んでいます。
昭和53年に当時の農学部に入学し、
昭和57年に卒業いたしました。その
後、青森県庁に38年間勤務して定年
退職し、現在は、県出資法人の一つ
である公益社団法人あおもり農業支
援センターに勤務しております。
　また在学中は、相馬前会長と同じ
全学サッカー部に所属し、学園町の
ぬかるむグラウンドで泥まみれに
なって試合をしたことや、“春は桜
の弘前城”で始まる部歌を全員で輪
になって肩を組みながら歌ったこと
などが懐かしい思い出です。
　さて、弘前大学同窓会は、各学部
同窓会が密接な連携の下に、相互の
啓発を行い、大学の教育研究活動の
支援を行うことにより、学部同窓会
及び大学の発展に寄与することを目
的に平成11年６月に設立されまし
た。現在の主な活動内容は、年１回
の会報発行や記念行事への支援など
であり、その財源は、各学部同窓会
からの負担金で賄われています。

　弘前大学東京事務所は、主に首都
圏における研究紹介、技術相談、産
学官連携などの活動拠点であり、４
名の職員が常駐しています。また、
卒業生の連携強化を目的とした「弘
大卒業生の集い」を運営しており、
弘大トピックスの発信、ネットワー
ク構築の一助となる場を提供してお
ります。
　2023年９月30日（土）に学術総合
センター（東京都）において、第３
回「弘大卒業生の集い」を開催し、
17名の卒業生に参加いただきまし
た。本会では、福田学長から開会挨
拶をいただき、続いて大学側出席者
の紹介、曽我研究担当理事・副学長・
東京事務所長から弘前大学の近況報
告として、近年の弘前大学の様子や

ター（地上４F）」が誕生します。
残念ながら、「地域中核・特色ある
研究大学促進事業（ソフト）」の採
択には届きませんでした。弘前大学
全体の組織改革と研究力のさらなる
強化を図り、次年度の採択を目指し
てまいります。
　令和５年９月末に、「第３回弘大
卒業生の集い in 東京」を開催し、
17名の卒業生に参加いただきまし
た。平成30年に始めた企画ですが対
面開催は２回目となります。コロナ
禍に同窓生から寄せられた意見と同
様、「卒業生間の交流をもっと深め
たい」、「母校の現状を知る機会がほ
とんどない」という意見をいただき
ました。そのような同窓生の声に応
えるために、春から学生・卒業生と
母校のネットワーク形成事業（校愛
会）をスタートいたします。大学同
窓会や各学部の同窓会と連携しなが
ら、弘前大学在校生・同窓生による
全国ネットワークの構築を目指して
まいります。全国の各地域・各組織
の同窓生の皆さんには、是非ともご
入会をお願いいたします。
　令和５年11月末の学長選考・監察
会議の最終選考において、次期学長
候補者に選出いただきました。次の
４年間もまた、すべてのステークホ
ルダーの皆さんと一緒に、弘前大学
および地域が抱える課題を解決する
ための取組・事業に挑戦してまいり
ます。同窓会の皆様方には、引き続
きのご支援を賜りますようお願い申
し上げます。

　こうした中、今般、弘前大学では、
「学生の愛校心醸成」と「卒業生と
のネットワーク強化」を図ることを
目的に「弘前大学校愛会事業」を創
設し、令和６年度から本格スタート
させることとしています。
　本事業では、大学が新たな寄附金
制度を設置し、卒業生に対して大学
への寄附金納入をお願いする一方
で、学部同窓会の活動等をサポート
する仕組みとなっており、会費収入
の落込みなどから厳しい財政運営を
強いられている学部同窓会にとって
は、大学から支援を受けることで計
画的かつ安定的に活動を続けること
ができます。
　令和６年度は、一部の学部同窓会
が本事業に参画する予定としており
ますが、大学と学部同窓会が協力し
合いながら卒業生との連携強化に取
り組んでいくことで、学部同窓会の
活性化にも繋がるものと期待してい
るところです。
　長らく続いてきたコロナ禍です
が、ここに来てようやく沈静化の動
きが広がってきました。それに伴い、
さまざまな行事が数年振りに再開さ
れ、また、その方法もコロナ前に戻
りつつあります。大学同窓会といた
しましては、こうした動きも見据え
ながら、弘前大学の発展に寄与する
ため何をすべきかを理事会等で検討
し、一丸となって取り組んで参りま
すので、ご支援を賜りますようお願
い申し上げます。

弘前大学を、共にさらに前へ弘前大学を、共にさらに前へ会長就任にあたっての抱負と会長就任にあたっての抱負と
新たな同窓会事業への期待新たな同窓会事業への期待
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研究成果、地域貢献活動やコロナ禍
での学生支援などを紹介しました。
その後、卒業生から自己紹介をして
いただき、集合写真の記念撮影のの
ち、参加者で交流を行いました。交
流タイムには、スライドで流れる大
学の写真を背景に参加者の皆さまが
世代や学部を超えて終始和やかな雰
囲気の中で懇談し、若林企画担当理
事・副学長からの閉会の挨拶をもっ
て名残惜しくも盛会裏に終えること
ができました。
　「弘大卒業生の集い」は、今後も
継続的に開催したいと思いますの
で、これから就職される卒業予定者、
ネットワークを構築したい卒業生な
ど身近にいらっしゃいましたら、お
誘い合わせのうえ、是非ともお気軽

第 3 回第 3 回 弘大卒業生の集いについて 弘大卒業生の集いについて にご参加ください。
　また、Facebook、X（旧Twitter）
も開設しておりますので興味があれ
ばそちらも併せてご利用ください。
首都圏在住の方や東京にお越しの際
は、事務所への訪問もお待ちしてお
ります。

【東京事務所HP】
https://jtokyo.hirosaki-u.ac.jp/

福田学長による開会挨拶 曽我所長による近況報告の様子

交流タイムの様子

集合写真

登録フォーム

若林理事による閉会の挨拶

【卒業生の集い】
https://jtokyo.hirosaki-u.ac.jp/tsudoi
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理工学研究科長
岡﨑　雅明

　令和４年３月から理工
学研究科長を担当してお

ります岡﨑雅明です。高等学校の化
学の教科書では、物質は無機物質と
有機化合物の２種類に分類されてお
りますが、私はその境界領域の化合
物群を対象とした有機金属化学を専
門にしております。
　平成21年11月に弘前大学に着任し
ました。着任以降、理工学部・理工
学研究科の学生に感じている特性
は、先入観にとらわれない、自由な
発想に基づくアプローチ力と地頭の
強さにあると考えています。新しい
発見に対して素直に心から感動し面
白いと感じることができ、問題解決
に向けてとことん粘り強く考え抜く
ことができる地頭の強さが、本学の
学生の持ち味です。現代では、課題
を自ら設定し、ゼロからイチを生み
出すことができる研究者・技術者が
求められており、我々が指導する学

医療の新たなステージへ
保健学科検査技術科学専攻 准教授

千葉　満
（平成17年　保健学科卒）

　コロナ禍による社会の混乱からま
もなく３年ほど経過しようとしてい
ます。当時は感染予防の点から接触
制限があり、現在は当たり前になっ
ていますが、オンラインによる授業
や会議はほとんど経験したことがな
かったため、教育をする立場として
大変苦慮しました。特に実習科目に
ついては実際に手を動かして医療行
為を学ぶ必要があるため、オンライ
ンで実習を成り立たせることにはか
なりの困難がありました。コロナ禍
が落ち着いてから追加の実習などを
行い、当時在学していた学生をなん
とか卒業・国家試験合格させること
ができました。
　まだコロナ禍の余韻が残るなか、
2021年10月に医師の業務を軽減する
ためのタスクシフト・シェアに関す
る法律が制定されました。医療現場

弘前大学生協　専務理事　上遠野　泰
　学生・教職員組合員の皆様に支え
られて、弘大生協は2023年で創立60
周年を迎えました。長きにわたり、
諸先輩方をはじめ多くの方のご利用
とご支援に感謝申し上げます。
　2020年に始まったコロナ禍の影響
で、学生の生活スタイルも大きく変
化しました。徐々に課外活動や留学・
旅行などが回復しつつあるものの、
経済的に厳しい学生も多く、また一
人で過ごす時間が増えた学生の「こ
ころ」の問題も大きな課題となって
います。コロナ禍以前の状態には戻
らないことを前提として、学生に寄
り添った弘大生協らしい事業を今後
も行って参ります。

　創立60周年を記念して、「弘大と
弘大生協のアピール」を目的とした
広報企画と、「学生の経済支援」を
目的に生協電子マネー Picoのポイ
ント付与を中心とした組合員還元企
画を行いましたので、ご紹介します。
① 『弘大と弘大生協の今と昔』と題

した写真コンテスト
② 弘大・弘大生協に関するアクリル

キーホルダー販売（ガチャマシン
で販売）

③ 創立60周年記念誌発行
④ 食堂Horest（ホレスト）／ Scorum
（スコーラム）での夕・朝食ご利
用時の60ポイント付与

⑤ Picoへの現金チャージ時の６％ポ
イント付与

農学生命科学部農学生命科学部通信通信
白神山地世界自然遺産登録から30年

白神自然環境研究センター長
中村　剛之

（平成３年　理学部卒）

　白神山地が屋久島とともにUNESCO
の世界自然遺産に国内で初めて登録
されてから、2023年で30年が経ちま
した。県や周辺自治体ではこの節目
を記念した様々な行事が行われてい
ます。白神自然環境研究センターで
は、白神山地の自然の現状を記録す
る目的で県内の自然愛好団体の協力
のもと、この地域の生物多様性につ
いて総合的な調査を実施しました。
主な調査地である鰺ヶ沢町黒森の

「白神の森遊山道」を繰り返し訪れ、
植物、キノコ、昆虫などの調査と標
本収集を行いました。また、６月に
は子どもたちを含めた一般の市民と
専門家が一緒に生物調査を行うイベ
ント「白神バイオブリッツ」を開催
しました。日本各地から100名を超
える参加者が集まり、24時間をかけ
て集中的に自然を探求する活動に取

り組みました。これらの調査の結果、
コウチュウ目、ハチ目、ハエ目など
において、いくつもの初記録種や未
記載種が確認され、これまで知られ
ていなかった生物の多様性が明らか
になりつつあります。
　このように、豊かな自然が残る白
神山地ですが、その生態系は決して
不変のものではなく、現在、急激な
変化にさらされています。例えば、
30年前には白神山地に分布していな
かったヤマトシジミやクロアゲハな
どの蝶類の定着が今回の調査でも確
認されました。このような地球温暖
化による南方系動植物の分布北上、
様々な外来生物やニホンジカの侵入
と定着は、今後白神山地の姿を大き
く変えてしまうに違いありません。
　時々の変化を捉え、科学的な見地
から希少生物の保護や環境保全を有
効に行うためには、綿密な現地調査
によって得られる生物や環境の情報
が欠かせません。白神自然環境研究
センターではこれからも、野外での
調査と標本資料の収集を継続して
行っていきます。

生の特性に合致していると私は考え
ています。このような特性は大学だ
けでは養うことはできず、中学校お
よび高等学校での教育が極めて重要
です。このような観点から、人文社
会科学部と理工学部の合冊版とし
て、「教員という選択」という冊子
を令和４年度末に刊行させていただ
きました。多くの同窓の中学校およ
び高校教員の方々に、教員を目指す
学生に対して、メッセージ性のある
原稿をご寄稿いただき、ありがとう
ございました。中等教育における教
員養成を理工学部・理工学研究科の
重要なミッションとして位置づけ、
取り組んで参ります。
　理工学研究科ではここ最近、環境・
エネルギー分野において、２件の共
同研究講座を設置させていただきま
した。共同研究講座とは、企業等か
ら資金を提供いただき、弘前大学内
に設置する研究組織で、本学のシー
ズを基に社会実装につなげていく上
で重要です。今後は他部局とも連携
を強化して、本学の看板分野へと育
てていきたいと考えております。

において多忙な医師の業務のうち比
較的安全性の高い医療行為を看護
師、診療放射線技師、臨床検査技師
などコメディカルスタッフも実施で
きるようになりました。それに併せ
て教育カリキュラムの変更があり、
私が在籍している検査技術科学専攻
では臨床検査技師の新たな教育内容
として医療安全管理学を強化するこ
ととなりました。これまで臨床検査
技師は採血を行うことができました
が、新たに静脈路確保とそれに伴う
造影剤注入を行うことができるよう
になりました。そのほかには経口・
経鼻・気管切開カニューレからの喀
痰吸引、持続皮下グルコース測定、
肛門内圧測定、消化管内視鏡検査に
よる組織検体の採取なども行うこと
ができるようになりました。
　遡って2015年には微生物学的検査
の検体採取として鼻腔・咽頭・皮膚・
口腔・肛門から検体採取することが
できるよう業務拡大があり、臨床検
査技師の活躍の場が広がっておりま
す。次世代の医療従事者を育てられ
るよう教育に努めてまいります。

弘大生の就職状況
　キャリアセンターでは、学生の就
職相談をはじめ、就職ガイダンスや
学内企業説明会の実施など、様々な
就職支援を行っています。令和５年
３月卒業者の就職状況は、前年度に
続き新型コロナウイルス感染症の影
響がある中、歴代４位の98.6％（対
前年度比0.5ポイント増）となり、
コロナ禍前の水準に回復しました。
　就職先の状況は、青森県内就職者
が全就職者885人のうち231人（26.1％）、
次いで北海道が178人（20.1％）と
なっています。
　昨年度と比べて青森県内就職率が
4.7ポイント減った一方で、北海道、

キャリアセンターからキャリアセンターから

理工学部理工学部通信通信

弘大生協は創立60周年を迎えました弘大生協は創立60周年を迎えました

岩手県、宮城県は1.2 ～ 1.8ポイント
増えました。青森県内就職率減少の
要因は、青森県内出身学生が前年度
より減ったことです。青森県出身学
生の県内定着率はここ数年約60％で
横ばいで、今回の減少は一時的なも
のと捉えています。
　大学院等への進学者は、全学部で
増え257人（前年度247人 +4.0%）で
した。医学部医学科を除く卒業者数

（1,215人）に対する割合は対前年度
比0.5ポイント増、過去最高の21.2％
となりました。更なる専門性修得を
求める学生のニーズの高まりが影響

したものと考えられます。
業界研究・企業等研究への支援
　キャリアセンターでは、学生の皆
さんに職業観や就業機会を考え、業
界や企業を理解し、その魅力を知っ
てもらう目的でキャリア教育の一環
として企業等見学会のバスツアーを
実施しています。今年度は９月末週
に、弘前地区・青森地区・八戸地区
の３コースで実施しました。生協食
堂スペースへのチラシ貼り出し等で
学生に周知し、募集人数を超える学
生の参加申し込みがありました。食
品加工、機器製造、通信、運輸、医
療等の分野で活躍されている企業の
他、青森県庁や弘前市役所と併せ、
計11の企業等を見学しました。
　参加学生からは「希望している業
種以外の業種も知ることができ、自
分の視野を広げられた」、「実際に先
輩社員の話を聞けて社会人としての

イメージがもてた」などの反響があ
り、本企画が学生の視野を広げる良
い機会となったと感じられます。
　来年度以降の企画でも工夫を凝ら
し、学生の自己分析や業界研究につ
ながるツアーを企画します。
価値ある大学 2022–2023 就職力
ランキングで高い評価

　本学は令和４年５月発刊の『日経
キャリアマガジン特別編集　価値あ
る大学2022-2023就職力ランキング』

（日経 HP）で「地域の活性化に貢
献している大学部門」全国１位、「就
職支援に熱心に取り組んでいる大学
部門」全国２位にランクされました。
これも弘前大学卒業生皆様のご活躍
の賜物と感謝申し上げます。
　キャリアセンターでは職員一丸と
なって今後も高い評価を維持できる
よう、学生のキャリア教育や就職支
援の充実に取り組んでまいります。
同窓生の皆さまからも学生へのご支
援をいただければ幸甚に存じます。

医学部保健学科医学部保健学科通信通信
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⑥ 食堂Pomme（ポム）セットメニュー
グランプリ獲得「豚キムチ丼セッ
ト」ご利用時の60ポイント付与

⑦ コンビニCerisier（サリジェ）で
のおやつ・デザート商品ご利用時
の60ポイント付与

⑧ 書籍複数冊を同時購入時の６％ポ
イント付与

⑨ たびshop商品「フィリピン異文化
渡航ツアー」の参加渡航費の一部
補助

を診る資質・能力を持つ医療者の育
成を目指して活動を展開していま
す。2023年には弘前市で２回のシン
ポジウムが開催され、各大学の医療
人材育成の取り組みが共有されてい
ます。
　一方、医学部附属病院では、2023
年３月末に新病棟（入院棟東）が竣
工し、７月18日から運用が開始され
ています。個室の数や面積も増えて、
患者・医療者双方にとって診療環境
が飛躍的に向上しました。AIを活
用した内視鏡診療機器やスマート調
理システムなどの先進的設備も導入
しています。さらに、感染症初療室
と感染症病床の設置、免震構造基礎
の採用、自家発電設備の整備など、
今後発生が想定される新興感染症や
大規模災害に対する附属病院全体の
レジリエンスが向上いたしました。

2024年４月に迫った医師の働き方
改革への対応、病床利用の促進や医
療職不足への対応、DX推進、経営基
盤の強化などの課題も山積していま
すが、教職員一丸となって課題解決
への取り組みを加速しています。

た「トマト・秋ナス・ピザ」を学園
祭で焼いたり、ギリシア哲学を専攻
したりしておりましたが、早々にギ
リシア語で人生何度目かの挫折を
し、好きな本を読んだりギターを弾
いたりと、キリギリス的な日々を過
ごしていたため、当然のごとくなか
なか単位が取れず、心の広い先生の
授業のおかげで何とか卒業ができ
た、という話を言い訳のように同窓
会の懇親会で話すと、悪い成績の自
慢話で場が大いに盛り上がり、失敗
した経験もどこかで役に立つもの
と、しみじみ思いました。
　万物が流転するように、卒業して
から30年余りの時が過ぎ、巡り巡っ
て弘前大学と、改めて向き合う機会
をいただいたような気がしておりま
す。
　これまではずっと、弘前大学の先
生方に助けていただいてばかりでし
たが、これからは自分に何ができる
かをしっかりと考え、母校と学生の
ために微力ではありますが、貢献が
できるように頑張ってまいりたいと
思います。

教育学部准教授
佐藤　剛

（平成15年　教育学部卒）

　教育学部の教員として
学生から教員採用試験の指導をお願
いされることがあります。その時、
よく問う質問である「なぜあなたは
教員になりたいのですか？」につい
て、多くの学生は「お世話になった
担任の先生の影響です」や「中学校
の英語の先生の授業が楽しかったか
らです」のように回答します。それ
を聞きながら、後進がしっかり育っ
ていることに喜びを感じると同時に、
現場で日々頑張っておられる先生方
が児童・生徒にとってかっこいい憧
れの存在であるおかげなのだと実感
しております。
　僕自身も教員を目指したのは、同
じく弘前大学教育学部を卒業し中学
校の英語教師であった父の影響です。
幼い頃、近所を父と散歩していると、
部活帰りの中学生が「先生こんにち
は！」とあいさつをしてきて、それ 

教育学部教育学部通信通信
に「おう！」と応える父の姿は、当
時の僕にはとてもかっこよく、そし
て一緒にいる自分まで誇らしくなっ
たものでした。バレンタインデーに
は生徒からもらったチョコレートを
たくさん持って帰ってくることも、
うらやましく、誇らしいものでした。
　近年、教員の労働環境の過酷さが

「ブラック」と取りざたされ、高い志
をもって教育学部に入学してきた学
生でさえ教員としてやっていけるの
か不安に思うことが少なくないよう
です。部活の地域移行や勤務時間の
短縮など、負担軽減のための制度上
の改善の必要性ばかりが議論されて
いますが、教員になりたいと多くの
若者たちに思ってもらうためには、
何より児童や生徒の前に立つひとり
ひとりの教員が、目の前の子どもた
ちにとってかっこいい憧れの存在で
あることが第一なのではないでしょ
うか。大学で教員養成に携わる立場
にある僕自身も、教員を目指し日々
勉強している教育学部の学生たちに
とって、かっこいい憧れの存在のひ
とりでありたいと思います。

医学部附属病院長
袴田　健一

（昭和60年　医学部卒）

　2023年４月から医学部
附属病院長に就任した袴田健一と申
します。
　医学研究科は、2022年に文部科学
省・JST「共創の場形成支援プログ
ラム（COI-NEXT）」の拠点として採
択され、新生COI-NEXT拠点として
健康ビックデータを活用した研究活
動を展開しています。2023年10月に
は「弘前大学COI-NEXT Well-being 
イノベーションフォーラム2023」を
一橋講堂（東京都）で開催し、2024
年２月には弘前市での開催が予定さ
れています。また、2022年に文部科
学省「ポストコロナ時代の医療人材
養成拠点形成事業」に採択された「多
職種連携とDX技術で融合した北東
北が創出する地域医療教育コモン
ズ」事業では、秋田大学医学部、弘
前学院大学および弘前医療福祉大学
と連携し、総合的に患者・地域住民

医学部医学科医学部医学科通信通信
人文社会科学部同窓会　会長

森岡　欽吾
（平成４年　人文学部人文学科卒）

　令和５年６月に開催された学部同
窓会総会で、建部礼仁前会長の後を
引き継ぐことになりました平成４年
卒業の森岡欽吾です。
　歴代の会長をはじめ、同窓会の役
員を素晴らしい方々が務められてい
る中で、学生時代の素行も決して褒
められたものではなく、今でも至ら
ない自分が会長を引き受けることに
は、とてもとても大きな違和感があ
りましたが、敬愛する大先輩から放
たれた矢をかわすこともできず、運
命のいたずらか（大先輩のいたずら
か）、このような次第になってしま
いましたので、次の方へバトンをお
つなぎするまでの間、皆様のお力添
えを賜りますよう、何卒よろしくお
願いいたします。
　学生時代の自分は、哲学などを学
ぶ人文基礎コースに所属し、中世の
哲学者トマス・アクィナスをもじっ

人文社会科学部人文社会科学部通信通信

　弘前大学では、令和５年４月、札
幌市に「弘前大学札幌サテライト」
を設置しました。場所は、JR札幌
駅南口を出て徒歩５分の「アスティ
45」12階で、職員は常駐せず、シェ
アオフィス（月に数回空いている部
屋を利用）の形態を取っており、本
学の事業イベントや企業等との打ち
合わせ等で利用する際に弘前から職
員が出向いて利用しています。

　これまで、北海道からの志願者確
保の観点から、北海道内各地での入
学説明会・相談会への参加、そして、
高校へ出向いての模擬講義や大学紹

札幌サテライト（アスティ 45）

札幌サテライト設置記念講演会

写真コンテストの
案内ポスター

「フィリピン異文化渡航ツアー」の
ひとこま

食堂の人気メニュー「鮭丼」 コンビニの人気メニュー
「焼き芋」

夕食ご利用時 60 ポイント
付与の案内ポスター

アクリルキーホルダー
「Scorum カレー」

アクリルキーホルダー販売
のガチャマシン

介などを行っているほか、10数年前
からは個別学力検査（一般選抜前期
日程）において、札幌地区試験場を
設け、受験生の移動の負担軽減を
図っているところです。
　本学への入学者の都道府県割合
は、青森県出身者が全体の約40％を
占める中、次いで北海道出身者が約
25％前後となっています。
　さらに、卒業生については、毎年
200名程が北海道内へ就職しており、
様々な業種、分野で活躍されていま
す。北海道内の自治体及び企業から、
卒業生の評価は高く、弘大生への期
待の声も多く聞かれます。また、出
身地である北海道での就職を希望す
る学生もさらに増えていくことが想
定されています。
　このような状況の下、札幌サテラ
イトは、これまでの入試広報活動に
加え、学生への就職支援及び北海道

内自治体・企業との交流の強化、ご
支援いただいている北海道在住の卒
業生とのネットワークの構築を進め
ることを目的としております。
　設置初年度の大きな事業として、
令和５年７月に設置記念講演会を開
催し、北海道内高等学校、自治体及
び経済団体・企業関係者、本学卒業
生など多くの皆様に参加いただきま
した。当日は、郡千寿子理事（教育
担当）・副学長・札幌サテライト室
長及び各学部長等から本学の概要、
教育・研究の取り組み、学生支援の
説明を行い、これまでのご支援に対
する感謝と北海道との結びつきをア
ピールしました。また、堀内大輝さ

ん（北海道放送アナウンサー、平成
27年理工学部卒）へ弘前大学応援大
使第１号の任命式も行われました。
　北海道での拠点として札幌サテラ
イトを活用し、これまで以上に本学
の魅力を伝え、北海道の方々に愛さ
れる弘前大学を目指したいと思って
おります。 （学務部入試課）

弘前大学札幌サテライト設置について弘前大学札幌サテライト設置について
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　「世界に発信し、地域と共に創造
する弘前大学」これは吉田先生が学
長就任後に、学内に示したビジョン
でありモットーであった。
　吉田先生の学長就任時（平成８
年）、全国の国立大学は平成３年に
施行された「大学設置基準の大綱化」
により、教養部の廃止と学部改組を
中心に大学院重点化へと突き進んで
いた。
　当時の本学は、文部省高官が「大
学紛争後の改革の最も遅れた大学の
一つ」と言ったほどに遅れていた。
その根底には、本学創設以来文京町
キャンパスと本町キャンパス間の隠
然とした対立と、総じて教員の本学
への帰属意識の低さによる合意形成
の困難さがあった。また本学は「少
数の県都にない国立大学の一つ」で
あり、結果として県庁と大学の関係
は希薄であった。新制大学発足後に
地元の応援で学部数をかなり増加さ
せた大学がある一方で、本学は文理
学部の人文学部と理学部への分離と

元弘前大学長　同窓会顧問　遠藤　正彦

「吉田基金」TOEIC賞授与式

◇新型コロナが５類感染症へ移行となり徐々にコロナ禍前に戻りつつある中、卒業生の集いも前回の
オンライン開催から対面開催に戻った。一方で新たな、さらに前への展開として、新たにご就任なさ
れた高谷会長ならびに福田学長のご寄稿に校愛会事業の紹介があった。
◇札幌サテライトが設置され、その記念講演会にて弘前大学応援大使の任命式があった。本誌をご覧
いただいた同窓生各位において、その日常の場が弘前大学サテライトであり、本誌が応援大使の任命
状であり、各位が応援大使であることを切に期待する。
◇本誌創刊から四半世紀の今号に、本会設立を牽引した吉田豊先生の追悼記事を遺憾にも掲載するこ
ととなった。吉田先生ご寄稿の創刊号１面記事、第３号の本会発足回顧とご寄附の記事、第11号の60
周年事業記事、第15号の東海林初代同窓会長追悼記事を読み返しながら、心より哀悼の意を表する。

委員長
　一條　健司
委　員
　菊地謙太郎　葉山　　茂
　福島　成利　小山内　剛
　田村　一朗　樋口　　毅
　千葉　　満　小山内　暢
　芹田美穂子　松﨑　正敏
　栗田　大輔

令和４（2022）年度　弘前大学同窓会決算報告書
１、収入の部

項 目 令和４年度予算額 令和４年度決算額
前年度繰越分 1,694,156 1,694,156
同窓会費
　人文学部同窓会 185,500 185,500
　教育学部同窓会 112,000 112,000
　医学部医学科鵬桜会 78,400 78,400
　医学部保健学科さくら会 140,000 140,000
　理工学部同樹会 252,000 252,000
　農学生命科学部同窓会 150,000 150,500
　預金決算利息 14 18

計 2,612,570 2,612,574
2、支出の部

項 目 令和４年度予算額 令和４年度決算額
印刷費 320,000 262,816
役務費 298,220 301,661
会議費 30,000 3,410
旅費 5,000 0
通信費 5,000 2,976
消耗品費 3,000 0
雑費 30,000 220
繰り越し・予備費 1,921,350 2,041,491

計 2,612,570 2,612,574

令和５（2023）年度　弘前大学同窓会事業予算書
１、収入の部

項 目 令和４年度決算額 令和５年度予算額
前年度繰越分 1,694,156 2,041,491
同窓会費
　人文学部同窓会 185,500 185,500
　教育学部同窓会 112,000 112,000
　医学部医学科鵬桜会 78,400 78,400
　医学部保健学科さくら会 140,000 140,000
　理工学部同樹会 252,000 252,000
　農学生命科学部同窓会 150,500 150,500
　預金決算利息 18 18

計 2,612,574 2,959,909
2、支出の部

項 目 令和４年度決算額 令和５年度予算額
印刷費 262,816 320,000
役務費 301,661 298,220
会議費 3,410 30,000
旅費 0 5,000
通信費 2,976 5,000
消耗品費 0 3,000
雑費 220 30,000
繰り越し・予備費 2,041,491 2,268,689

計 2,612,574 2,959,909

令和4（2022）年度　弘前大学同窓会 「吉田基金」 決算報告書
１、収入の部

項 目 令和４年度予算額 令和４年度決算額
前年度繰越分 1,200,150 1,200,150
預金決算利息 10 10

計 1,200,160 1,200,160
2、支出の部

項 目 令和４年度予算額 令和４年度決算額
TOEIC賞副賞 200,000 200,000
繰り越し・予備費 1,000,160 1,000,160

計 1,200,160 1,200,160

令和5（2023）年度　弘前大学同窓会 「吉田基金」 事業予算書
１、収入の部

項 目 令和４年度決算額 令和５年度予算額
前年度繰越分 1,200,150 1,000,160
預金決算利息 10 8

計 1,200,160 1,000,168
2、支出の部

項 目 令和４年度決算額 令和５年度予算額
TOEIC賞副賞 200,000 200,000
繰り越し・予備費 1,000,160 800,168

計 1,200,160 1,000,168

令和５（2023）年度　弘前大学同窓会 「吉田基金」 事業計画
１、事業内容
　（1）国際化教育支援
2、事業費
　（1）TOEIC 賞副賞 200,000円

・ 100,000 円× 2名分
事業費計 200,000円

令和5（2023）年度　弘前大学同窓会事業計画
１、事業内容
　（1）大学現況内容等の会報（年１回）の発行
（2）各学部同窓会間の連絡調整
（3）弘前大学同窓会ホームページ活用業務
（4）大学関係催事等への後援・協賛
2、事業費
　（1）印 刷 費 320,000円

・会報25号作成� 270,000円
・封筒（角2、長3）作成� 50,000円

（2）役 務 費 298,220円
・役務　＠1,147円×260時間=298,220円

　（3）会 議 費 30,000円
（4）旅 費� 5,000円
（5）通 信 費 5,000円
（6）消 耗品費� 3,000円
（7）雑 費� 30,000円

事業費計　　691,220円

私たちが編集しました

　同窓会では、平成14年より
弘前大学の国際化教育の支援
を目的として、TOEICの高
得点者（990点満点中900点以
上）を対象とし、審査の上で
賞状と副賞を授与しています。 
　令和５年度は、医学部医学
科１年の稲村さんが970点、
同じく医学部医学科１年の西迫さんが955点で
受賞し、令和６年１月12日に授与式が行われま
した。
　高谷同窓会長から、本賞を制定した故・吉田
豊名誉顧問の想いを汲み、ぜひ今後の研鑽に繋
げていただきたいとの激励がありました。

　稲村さんからは、高校の恩
師の勧めで海外のニュースサ
イトを毎日閲覧して読解力と
リスニング力を養ったこと
や、将来は外国人の患者さん
に寄り添える医師を目指した
いとのお話しがありました。
西迫さんからは、外国文化を

学ぶための留学を断念したコロナ禍を機に、世
界の人々の心のケアの必要性に気付き、母語と
外国語の垣根を超えて心の声に傾聴できる精神
科医を目指す決意を伺いました。
　この度の受賞を糧にして、世界を視野に入れ
た今後の活躍を期待します。
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学長に、本学の改革を託した。
　「共通教育」は多くの問題を抱え
ていた。教育学部特別教科（看護）
教員養成課程と医療技術短期大学部
を母体とした医学部保健学科設置は
頓挫していた。大学の附置・附属研
究所の統廃合が国の方針である中
で、医学部附属脳神経疾患研究施設
は廃止の危機に瀕していた。
　これからは何事も評価だというの
に、公表論文数も文部省科学研究費
の採択も少ない。就職率は低い。外
国人留学生は少ない。これが吉田学
長出発の原点であった。
　先生は、どんな激論の中でも冷静
に人の話を聞かれる。これに共感し
た教員達によって支持され、停滞し
ていた改革が動き出した。理工学部・
農学生命科学部・人文学部の改組、
医学部保健学科の設置、大学院及び
学内共同教育研究施設の充実が進ん
だ。そして「共通教育」に代わる
「２１世紀教育」が発足して、よう
やく本学の教育・研究体制が整った。
　先生は、本学の海外留学生第１号
である。堪能な英語力と海外に多く
の知己を有することから、モットー
「世界に発信し」のために、本学の
国際化教育に力を注いだ。米国始め
11か国16大学と姉妹校協定を結ん
だ。一方、留学生の受け入れと本学

教員・学生の海外派遣促進のため、
留学生センターを国際交流センター
に改組し、国際交流会館の増築の基
礎を作った。退任後には弘前大学同
窓会内に、TOEIC成績優秀学生を
表彰する「吉田基金」が設置された。
モットー「地域と共に創造する」

に対しては、北東北国立３大学連携
推進会議を設立し、岩手大学、秋田
大学と本学の連携を強めた。地域共
同研究センターを設立し、産官学連
携による地域の産業起こしに努めた。
学生の文化祭を、「弘前大学総合文
化祭」として地域に開放したところ、
多数の市民が参観に押し寄せた。
　こうした地域との交わりを背景に
「弘前大学創立50周年」の記念事業
が盛大に実施された。特に、地域の
強力な支援により「弘前大学創立50
周年記念会館」が建設された。
　これを機に、吉田先生が何よりも
危惧していた「全学一丸」のために
「弘前大学同窓会」の設立に導いた。
　後れていた本学の改革は、後れを
取り戻した。それは、吉田先生退任
後に迫りくる戦後最大の大学改革
「国立大学法人化」に対する本学の
強靱な体力となっていた。
◆弘前大学同窓会名誉顧問の吉田豊先生は、
2023年12月19日死去。93歳。謹んで哀悼
の意を表します。

農学部の設置しかなかった。
　このような中で教養部廃止にあっ
て、学部の学生数による教員定員を
無視し、教養部教員の自由意志によ
る分属を決めた結果、学部間の教員
数の異常なアンバランスを生じた。
更に教養部の教養教育に代わる「共
通教育」において、英語教育の廃止
を決定した。この無定見な改革に文
部省は異を唱えた。
　また、農学部と理学部生物学科に
よる新しい農学生命科学部への改組
のための会議は、罵声が飛び交い大
学紛争そのものであった。
　折しも、バブル崩壊後の我が国の
経済・財政の逼迫から、国立大学再
編・統合と国立大学病院民営化が俎
上に上がった。このため、各国立大
学は存続をかけ特徴ある大学への改
革を目指し、大学間競争が始まって
いた。
　この急迫状況での、吉田学長就任
であった。全国的に高名な消化器内
科学の教授、そして本学出身の初の

在りし日の吉田先生


